
（地域学校協働活動ボランティアだより） 
第２２号 ガイドブックの活用とコミュニティ・スクール（CS）について 

２０２１年１０月１９日 発行：千葉県地域学校協働活動推進委員会 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉県教育委員会では、「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて

学校としてできることとして、学校の窓口となる地域連携担当（一般 

教職員等）の明確化を推進しています。 

地域連携は、地域と学校の実態や学校経営方針を踏まえ、地域と目標

を共有して進めていくことが大切です。また、地域の方との連絡調整を

したり、学校内の体制を整えたりする、「学校の窓口」（地域連携担当）

を明確にしながら学校全体で計画的に取り組んでいきます。 

令和３年３月に市町村教育委員会を通じて配布した「～学校と地域

の連携・協働ガイドブック～ 地域連携のススメ」には、「地域連携の

意義と効果」「活動の進め方」「組織的・効率的な連携のために」等が

示されています。そのまま使える「ボランティア登録申請用紙」や  

「地域連携全体計画」等の「様式集」もありますので、ぜひご活用くだ

さい。 

 

 ９月１日（水）にオンライン（Zoom ウェビナー）により、令和３年度「新・放課後子ども総合プラン」     

指導スタッフ等研修会を開催しました。主な内容として、こども環境デザイン研究所代表の矢生秀仁先生から

「現代における地域教育の可能性と重要性」という演題での御講演と袖ケ浦市教育委員会生涯学習課から 

「地域の特色を生かした袖ケ浦市放課後子供教室の取り組みについて」事例を発表していただきました。 

 
【参加者の声】 

＜講演について＞ 

・子供たちの「ホッ」とできる存在であり続けたいと再

認識すると共に、想像力・経験値の差によって個々の

子供に対応する術を今後も模索していきたい強く思い

ました。 

＜実践発表について＞ 

・なぎなたや巨大シャボン玉など、魅力的なプログラム

をされていて素晴らしいなと思いました。どのような

場所でも、工夫次第で楽しい放課後子供教室が開催で

きることを教えていただきました。 

令和３年度「新・放課後子ども総合プラン」指導スタッフ等研修会 

 チ  ー  バ くん 



令和 3年度訪問数【県立】３０校 【市町村】１８市町 （令和３年１０月１日現在） 

内容：CS導入に向けて、CSと地域学校協働活動（本部）の関係性 等 

時間：２０～６０分程度（御要望に応じます） 

⇩⇩⇩ご希望やご質問等については⇩⇩⇩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学び未来 
 

「コミュニティ・スクールや地域連携協働活動」についてもっと知りたい方は 

（文部科学省・厚生労働省合同ホームページ） 

http://manabi-mirai.mext.go.jp    学び未来  で検索 

コミュニティ・スクール（CS）導入に向けて 

我孫子市立白山中学校区ミニ集会 オンライン開催（８月２４日） 
コミュニティ・スクール導入に向けて、中学校区（３校）の教職員と地域コーディネータ

ー、保護者がオンラインでつながり、ミニ集会を開催しました。コミュニティ・スクールを

導入することにより、それぞれができることについて考え、どのようにいかしていくか発表

し合いました。 

開かれた学校づくり研修会 オンライン開催（８月２５日） 

「今、なぜ CSなのか」 CSマイスター小西 哲也先生（山口県） 
現在、学校を取り巻く諸課題や、子供に求められる力、社会状況等に照らし合わせ、   

「今、なぜＣＳなのか」について御講演いただきました。 

 「地域の方々との関わりは、子供の成長や意識の変化に関係する」「ＣＳを設置した学校で

は、教職員の意識改革が進む」「高校は社会に出る一歩手前の学校だからこそ、社会とのつな

がりが必要」など、豊富な調査資料等を根拠に CS導入の必要性について御説明いただきま

した。 

 

「学校運営協議会を活用した取り組みについて」 飯高特別支援学校 
地域防災、地域美化、高齢者福祉などの地域課題に関連した取組や飯高コミュニティ・ 

カレンダーの作成、１０００か所ミニ集会における工夫について発表していきただきました。 

「コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動の実践について」市川市教育委員会 
「学校運営協議会の３つの権限について、不安を感じている自治体や学校が多いようです

が、全く心配ありません。委員のみなさんは子供たちや地域のためにとても協力的です。」と、

全校で CSを導入している市川市教育委員会の現状についてお話しいただきました。 

【問い合わせ先】千葉県教育庁教育振興部生涯学習課  

学校・家庭・地域連携室 TEL：043-223-4069 

【参加者の声】＜講演について＞ 

・今回の研修を受けて職員と研修を重ね「なぜ今、コミスクが必要なのか」「なぜ、コミスクなのか」 

について共通理解を図りながらさらに意義ある教育活動に前進していきたいと思います。「人は人を 

浴びて人になる」という言葉が心に残りました。 

県立学校・各市町村教育委員会を訪問させていただいています 


